
　グリオーマ診療においてMRIは診断の中心的役割を担う一方、腫瘍の生物学的悪性度や
浸潤範囲の評価には限界がある。PETは代謝やアミノ酸輸送活性などの機能情報を可視化
できるが、その情報をどのように治療方針へ結び付けるかが重要な課題である。
　本講演では、「PET画像情報をいかにして役立てるか」をテーマに、グリオーマ診療にお
けるPETの実践的な活用法を考察する。術前評価における生検ターゲットの選択、手術ア
プローチや切除範囲の設定など、治療戦略への応用を中心に解説する。また、造影MRI、
FLAIR、灌流MRI、拡散MRIなど他モダリティとの比較を通じて、それぞれの役割と使い分
けについて整理する。
　さらに、造影MRI陰性例やMolecular Glioblastoma診断への応用可能性、ならびにFLAIR
高信号域に対するFLAIRectomy・supratotal resection戦略への貢献について議論する。一
方で、定量評価の標準化や解釈の再現性、施設間差など、臨床普及に向けた課題も少なく
ない。
　PETが最も価値を発揮する臨床シナリオとは何か、また分子・遺伝学的情報とどのよう
に統合すべきかを考察し、保険診療における運用上の課題点も含め、グリオーマ診療にお
けるPETの将来像について参加者と議論したい。
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PET 画像の情報を如何にして役立てるか？
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現在に至る

　フルシクロビンPETを用いたグリオーマ診療における現状と課題


